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正
六
位
旭
日
双
光
章
授
与

故　

坂　

東　

英　

邦　

氏

　

平
成
二
十
六
年

十
一
月
七
日
付
け

で
、
故　

坂
東 
英

邦　

氏
に
正
六
位

旭
日
双
光
章
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

氏
は
、
昭
和
五
十
八
年
十
月
か
ら
、
亡

く
な
ら
れ
る
平
成
二
十
六
年
十
月
ま
で
上

板
町
議
会
議
員
と
し
て
長
き
に
亘
り
本
町

発
展
の
た
め
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回

の
授
与
と
な
り
ま
し
た
。

　

氏
の
町
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力

に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今

回
の
授
与
に
敬
意
を
表
し
、
謹
ん
で
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
六
年
十
一
月
七
日
、高
知
県
立

県
民
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、第
五
十
五
回

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
研
修
会
が
開

催
さ
れ
、四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

氏
は
、
平
成
七
年
十
月
一
日
、
上
板
町

議
会
議
員
と
し
て
初
当
選
以
来
、五
期
を
数

え
、
二
十
年
の
長
き
に
亘
り
、
地
方
自
治

振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

栄
え
あ
る
受
賞
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、

今
後
ま
す
ま
す
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。
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四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
表
彰
受
賞

前　

田　

忠　

道　

氏
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総

務

大

臣

感

謝

状

受

賞

上　

原　

正　

直　

氏

　

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
二
日
、
徳
島

県
町
村
議
会
議
長
会
議
長
室
に
お
い
て
、

総
務
大
臣
か
ら
の
感
謝
状
が
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

　

氏
は
、
昭
和
五
十
四
年
十
月
一
日
、
上

板
町
議
会
議
員
と
し
て
初
当
選
以
来
、
九

期
を
数
え
、
三
十
五
年
の
長
き
に
亘
り
、

地
方
自
治
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

栄
え
あ
る
受
賞
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、

今
後
ま
す
ま
す
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。



　同一月内の医療費の負担が高額となり、定められた自己負担限度額を超えた場合、限度額を超えた分

は申請により高額療養費として支給されます。この自己負担限度額が、７０歳未満の方について、平成
� �������������

２７年１月から変更されることになりました。

　なお、７０歳から７４歳までの自己負担限度額は、変更ありません。

７０歳未満の方の自己負担限度額（月額）

※１　総所得金額等から基礎控除額（３３万円）を差し引いた金額

※２　過去１年間（診療月含め直近１２ヵ月）に、同じ世帯で限度額に達し高額療養費が支給された回数が３回以上ある場合

は、４回目からの自己負担限度額が軽減されます

（平成２６年１２月まで）

４回目以降※２３回目まで所得要件区　分

８３,４００円
医療費が５００,０００円
を超えた場合は、
その超えた分の１％

１５０,０００円　＋
旧ただし書き所得※１

６００万円超

Ａ

上 位 所 得 者

４４,４００円
医療費が２６７,０００円
を超えた場合は、
その超えた分の１％

８０,１００円　＋
旧ただし書き所得

６００万円以下

Ｂ

一 般

２４,６００円３５,４００円住民税非課税
C

住民税非課税世帯

（平成２７年１月から）

４回目以降３回目まで所得要件区　　分

１４０,１００円
医療費が８４２,０００円
を超えた場合は、
その超えた分の１％

２５２,６００円　＋
旧ただし書き所得

９０１万円超
ア

上 位 所 得 者

９３,０００円
医療費が５５８,０００円
を超えた場合は、
その超えた分の１％

１６７,４００円　＋
旧ただし書き所得

６００万円超　９０１万円以下
イ

４４,４００円
医療費が２６７,０００円
を超えた場合は、
その超えた分の１％

８０,１００円　＋
旧ただし書き所得

２１０万円超　６００万円以下
ウ

一 般

４４,４００円５７,６００円
旧ただし書き所得

２１０万円以下
エ

２４,６００円３５,４００円住民税非課税オ住民税非課税世帯

お問い合わせ先　　上板町役場　税務課　TEL ６９４−６８０７
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　「限度額適用認定証」（非課税世帯の方は「限度額適用・標準負担額減額認定証」）の交付を受け、医

療機関に提示すると、限度額を超える分を窓口で支払う必要はなくなります。

　認定証の発行を希望される方は、税務課窓口で交付申請をしてください。

　（※保険税に滞納があると認定証の交付が出来ない場合があります。）

　有効期限が平成２６年１２月３１日までの限度額適用認定証をお持ちの方には、１２月中に新しい区分

の認定証をお送りします。

国民健康保険にご加入の皆さまへ
平成27年

1月から

平成27年

1月から 高額療養費制度が一部改正されます
平成27年

1月から



　

太
陽
光
発
電
設
備
に
係
る
固
定
資
産
税
︵
償

却
資
産
︶
の
申
告
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

１　

償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て

⑴　

償
却
資
産
と
は

　

製
造
や
小
売
、
農
業
な
ど
の
事
業
を
個
人
ま

た
は
会
社
で
営
ん
で
い
る
方
が
所
有
し
、
そ
の

事
業
の
た
め
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
構
築
物

や
機
械
、
運
搬
具
、
器
具
、
備
品
な
ど
の
事
業

用
資
産
を
い
い
ま
す
。

⑵　

太
陽
光
発
電
設
備
に
つ
い
て

　

太
陽
光
発
電
設
備
も
償
却
資
産
に
該
当
し
、

申
告
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
以
下

の
﹃
⑶
申
告
が
必
要
と
な
る
方
﹄
を
ご
参
考
に
、

所
有
さ
れ
て
い
る
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
状

況
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
の
対
象
と
な

る
場
合
は
、
毎
年
一
月
末
ま
で
に
償
却
資
産
の

所
有
状
況
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
償
却
資
産
申
告
書
を
送
付
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
税
務
課
固
定
資
産
税
係
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※　

償
却
資
産
は
課
税
標
準
額
の
合
計
が
一
五

〇
万
円
未
満
の
場
合
は
固
定
資
産
税
が
課
税

さ
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
場
合
で
も
事
業
を
営

ま
れ
て
い
る
限
り
、
償
却
資
産
の
所
有
状
況

の
申
告
は
毎
年
必
要
と
な
り
ま
す
。

※　

以
下
の
﹃
⑶
申
告
が
必
要
と
な
る
方
﹄
を

確
認
し
て
い
た
だ
き
、
申
告
し
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
っ
た
場
合
、
設
備
に
よ
っ
て
は
課

税
標
準
額
を
一
定
期
間
減
ら
す
こ
と
が
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
以
下
の
﹃
３　

再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
に
係
る
課
税
標

準
の
特
例
に
つ
い
て
﹄
も
確
認
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

⑶　

申
告
が
必
要
と
な
る
方

２　

償
却
資
産
と
家
屋
の
区
分

　

償
却
資
産
と
家
屋
の
区
分
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。
表
中
の
﹁
償
却
﹂
と
な
っ
て
い

る
設
備
は
償
却
資
産
と
し
て
申
告
し
て
い
た
だ

き
、
﹁
家
屋
﹂
と
な
っ
て
い
る
設
備
は
家
屋
と

し
て
課
税
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

所
有
す
る

太
陽
光
発
電

設
備
が
固
定

資
産
税
︵
償

却
資
産
︶
の

申
告
の
対
象

と
な
る
か
分

か
ら
な
い
場

合
や
、
課
税

標
準
額
の
計

算
、
申
告
方

法
な
ど
で
ご

不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た

ら
、
税
務
課

固
定
資
産
税

担
当
ま
で
お

問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

平
成
二
十
五
年
度
か
ら
、﹃
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度
﹄
の
認
定
を
受
け

た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
に
つ
い
て
、

固
定
資
産
税
に
お
け
る
課
税
標
準
の
特
例
が
適

用
さ
れ
ま
す
。︵
税
制
改
正
に
よ
り
取
得
時
期
や

特
例
率
な
ど
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。︶

太
陽
光
発
電
設
備
に
係
る
固
定
資
産
税︵
償
却
資
産
︶の
申
告
に
つ
い
て

太
陽
光
発
電
設
備
に
係
る
固
定
資
産
税︵
償
却
資
産
︶の
申
告
に
つ
い
て

⑴　

対
象
と
な
る
設
備

　

経
済
産
業
省
に
よ
る
﹃
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度
﹄
の
認
定
を
受
け

た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
︵
蓄
電
装

置
、
変
電
設
備
、
送
電
設
備
を
含
み
ま
す
︶
の

う
ち
償
却
資
産
に
該
当
す
る
部
分
が
対
象
と
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
住
宅
等
太
陽
光
発
電
設
備

︵
低
圧
か
つ
発
電
出
力
一
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未

満
︶
を
除
き
ま
す
。

⑵　

取
得
時
期

　

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
九
日
か
ら
平
成
二

十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
た
に
取

得
さ
れ
た
設
備

⑶　

適
用
期
間
及
び
内
容

　

該
当
す
る
設
備
に
対
し
て
新
た
に
固
定
資
産

税
を
課
税
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
た
年

度
か
ら
三
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
限
り
、
太

陽
光
発
電
設
備
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と

な
る
べ
き
価
格
を
三
分
の
二
の
額
と
し
ま
す
。

⑷　

適
用
す
る
に
あ
た
り
必
要
と
な
る
添
付
書
類

　

ア　

経
済
産
業
省
が
発
行
す
る
﹃
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
認
定
通
知
書
﹄

の
写
し

　

イ　

電
気
事
業
者
と
締
結
し
て
い
る
﹃
特
定

契
約
書
﹄
の
写
し

⑸　

根
拠
法
令

　

ア　

地
方
税
法
附
則
第
一
五
条
第
三
四
項

　

イ　

地
方
税
法
施
行
規
則
附
則
第
六
条
第
五

八
項

⑹　

申
請
方
法

　

課
税
標
準
の
特
例
適
用
申
請
書
を
送
付
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
対
象
と
な
る
設
備
を

所
有
さ
れ
て
い
る
方
は
税
務
課
固
定
資
産
税
担

当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

４　

お
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

固
定
資
産
税
担
当

　

℡　
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３　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
に

　
　

係
る
課
税
標
準
の
特
例
に
つ
い
て

設
置
者

法　　人
個　　人

（個人事業主）
個　　人

（住宅用）

申
告
が
必
要
と
な
る
場
合

　

事
業
の
用
に
供
し
て
い
る
資
産

に
な
り
ま
す
。
売
電
を
さ
れ
て
い

る
か
い
な
い
か
に
か
か
わ
ら
ず
償

却
資
産
と
し
て
申
告
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

店
舗
や
ア
パ
ー
ト
、
農
業
な
ど

事
業
を
営
む
方
が
、
そ
の
事
業
の

た
め
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置

し
た
場
合
は
、
事
業
の
用
に
供
し

て
い
る
資
産
と
な
り
ま
す
。
売
電

さ
れ
て
い
る
か
い
な
い
か
に
か
か

わ
ら
ず
償
却
資
産
と
し
て
申
告
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
を
事

業
の
用
に
供
し
て
い
る
場
合
は
償

却
資
産
と
し
て
申
告
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
発
電
出
力
一
〇
キ
ロ

ワ
ッ
ト
以
上
の
設
備
は
、
売
電
事

業
用
の
資
産
と
な
り
ま
す
の
で
申

告
が
必
要
で
す
。

※
﹁
事
業
﹂
と
は
、
一
定
の
目
的

の
た
め
に
一
定
の
行
為
を
継
続
、

反
復
し
て
お
こ
な
う
こ
と
を
い

い
ま
す
。

太陽光発電設備

太陽光パネルの設置方法 電力量
計　等

表示ユ
ニット

パ ワ ー コ ン
ディショナー

接続ユ
ニット

架　台
太陽光
パネル

償却償却償却償却家屋家屋
家屋に一体の建材（屋根
材など）として設置

償却償却償却償却償却償却架台に乗せて屋根に設置

償却償却償却償却償却償却
家屋以外の場所（地上や家
屋の要件を満たしていな
い構築物など）に設置



　

十
二
月
は
固
定
資
産
税
︵
三
期
︶

と
国
民
健
康
保
険
税
︵
四
期
︶・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
︵
五
期
︶
の

納
付
月
で
す
。

　

納
期
限
は
十
二
月
二
十
五
日
︵
木

曜
日
︶
で
す
。

　

納
期
限
内
に
お
納
め
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
方
は
、
十
二
月
二
十

五
日
に
引
き
落
と
し
い
た
し
ま
す
の

で
、
残
高
の
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
転
出
・
婚
姻
等
、
世
帯
状
況
に
異

動
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
自
動
的

に
解
約
と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替　

■
口
座
振
替
の
手
続
き

　

通
帳
と
通
帳
届
出
印
を
持
参
し
、

上
板
町
内
取
扱
金
融
機
関
窓
口
で
お

申
し
込
み
下
さ
い
。

　
■
ご
利
用
い
た
だ
け
る
町
税
︵
料
︶

　

町
県
民
税
︵
普
通
徴
収
分
︶・
固

定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・
国
民

健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料

　
■
取
扱
金
融
機
関

　

阿
波
銀
行
、
徳
島
銀
行
、

　

板
野
郡
農
協
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　　
お
問
い
合
わ
せ
先

　

上
板
町
役
場　

税
務
課
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六
十
五
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
を
う
け
て
い
る
方
や
そ
の
扶
養

者
に
、
確
定
申
告
・
住
民
税
の
申
告
の
際
に
障
害
者
控
除
を
受
け

ら
れ
る
﹁
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
﹂
を
交
付
し
ま
す
。

　

障
害
者
控
除
の
適
用
を
う
け
ら
れ
る
の
は
、
要
介
護
認
定
者
本

人
ま
た
は
、
要
介
護
認
定
者
を
扶
養
し
て
い
る
方
で
す
。

　

﹁
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
﹂
の
交
付
を
う
け
た
場
合
、
平

成
二
十
六
年
分
所
得
税
︵
町
県
民
税
は
平
成
二
十
七
年
度
分
︶
か

ら
適
用
と
な
り
ま
す
。

　
１　

認
定
及
び
交
付
対
象
者

　

⑴　

平
成
二
十
六
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
、
六
十
五
歳
以
上

で
上
板
町
の
要
介
護
認
定
を
う
け
て
い
る
方

　
　
　

︵
要
支
援
一
、
二
の
方
は
該
当
し
ま
せ
ん
︶

　

⑵　

要
介
護
認
定
審
査
時
の
﹁
主
治
医
意
見
書
﹂
ま
た
は
﹁
認

定
調
査
票
﹂
の
﹁
認
知
症
・
障
害
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立

度
﹂
欄
に
一
定
以
上
の
記
載
が
あ
る
こ
と

　
２　

認
定
書
申
請
手
続
き

　
　

本
人
ま
た
は
親
族
が
﹁
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
申
請
書
﹂

を
福
祉
保
健
課
ま
で
提
出
し
て
下
さ
い
。︵
申
請
書
は
福
祉
保
健

課
に
あ
り
ま
す
。
︶

　
３　

申
請
手
続
に
必
要
な
物　

　

⑴　

申
請
者
の
印
鑑　

　

⑵　

対
象
者
の
印
鑑
︵
申
請
者
と
対
象
者
が
違
う
場
合
︶

　

⑶　

対
象
者
の
介
護
保
険
被
保
険
者
証

　

⑷　

親
族
が
申
請
す
る
場
合
は
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

　
４　

申
請
の
必
要
が
な
い
場
合

　

⑴　

す
で
に
同
程
度
の
障
害
区
分
に
該
当
す
る
障
害
者
手
帳
等

を
お
持
ち
の
方
は
、
手
帳
で
障
害
者
控
除
を
う
け
ら
れ
ま
す

の
で
、
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

⑵　

本
人
ま
た
は
扶
養
者
が
所
得
税
・
住
民
税
の
い
ず
れ
も
非

課
税
の
場
合

　　

お
問
い
合
わ
せ
先

　

上
板
町
役
場　

福
祉
保
健
課　
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障害者控除対象者認定書の交付について障害者控除対象者認定書の交付について



集
合
住
宅
︵

集
合
住
宅
︵
ア
パ
ー
ト

ア
パ
ー
ト
・・
マ
ン
シ
ョ
ン

マ
ン
シ
ョ
ン
等
︶
等
︶

にに
おお
住住
ま
い
の
す
べ
て
の

ま
い
の
す
べ
て
の
方方
のの
住
民
票

住
民
票
やや

印
鑑
登
録
証
明
書

印
鑑
登
録
証
明
書
な
ど
な
ど
各
種
証
明
書

各
種
証
明
書
にに

﹁﹁
方
書
方
書
︵︵
か
た
が
き

か
た
が
き
︶︶
﹂﹂
をを
記
載
記
載
し
ま
す
。

し
ま
す
。【上記に関するお問い合わせ先】　　上板町役場　住民人権課　TEL ６９４−６８０９

　近年、アパートやマンション等の集合住宅が増加し、地番だけでは住所がわかりにく

くなっています。そのため、上板町では平成２５年７月１日以降に転入・転居等で住所

異動される方から、住民票や印鑑登録証明書など各種証明書の住所欄にアパート名や部

屋番号といった「方書き（かたがき）」を記載してきました。

　しかし、今後、導入が予定されている社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）に

伴い、部屋番号の記載がない方においても平成２６年１２月１日より順次、下記の通り住

民票や印鑑登録証明書など各種証明書の住所欄に方書を記載することとなりました。

※運転免許証について

　方書の記載については、運転免許証の住所変更の手続きは必要ありません。

　また、方書の記載は任意となっています。希望される方は、管轄の警察署（運転免許課）・

運転免許センターで手続きを行ってください。なお、地番の変更がある場合は住所変更

の手続きが必要です。

【住民票における住所の表記例】

　上板町七條字経塚４２番地

　松島アパートの　Ａ棟　１０１号室 にお住まいの場合

　　　　　　　　　⇩

　現　行　上板町七條字経塚４２番地

　変更後　上板町七條字経塚４２番地　松島アパートＡ棟　１０１号室



年
末
年
始

ご
み
収
集
の

お
知
ら
せ

　

年
末
は
、
十
二
月
三
十
日
に
全
地

区
で
可
燃
ご
み
の
臨
時
収
集
を
行
い

ま
す
。

　

年
始
は
、
一
月
五
日
か
ら
各
地
区

の
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
の
と
お
り

に
収
集
を
行
い
ま
す
。

　

お
住
ま
い
の
地
区
の
ご
み
収
集
カ

レ
ン
ダ
ー
に
従
っ
て
ご
み
出
し
を
お

願
い
し
ま
す
。

１/４

（日）

１/３

（土）

１/２

（金）

１/１

（木）

１２/３１

（水）

１２/３０

（火）

１２/２９

（月）

休み休み休み休み休み
可燃ごみ

臨時収集
休み

七
條
橋
災
害
復
旧
工
事

　
　
　

の
ご
協
力
依
頼

　

先
の
台
風
一
二
号
及
び
一
一
号
台
風
に
よ
り
七
條
橋
が

被
災
し
た
こ
と
に
よ
り
通
行
止
め
の
状
態
が
続
き
、
皆
様

に
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
災
害
復
旧
工
事
を
行
う
た
め
、
工
事
期
間
中
周

辺
を
通
行
す
る
場
合
は
、
十
分
に
注
意
し
て
通
行
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　

お
問
い
合
わ
せ
先

　

上
板
町
役
場　

建
設
課　
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生生生生生生生生生生生生生生
ごごごごごごごごごごごごごご
みみみみみみみみみみみみみみ
処処処処処処処処処処処処処処
理理理理理理理理理理理理理理
機機機機機機機機機機機機機機
等等等等等等等等等等等等等等
でででででででででででででで
ごごごごごごごごごごごごごご
みみみみみみみみみみみみみみ
のののののののののののののの

生
ご
み
処
理
機
等
で
ご
み
の

減減減減減減減減減減減減減減
量量量量量量量量量量量量量量
化化化化化化化化化化化化化化
にににににににににににににに
取取取取取取取取取取取取取取
りりりりりりりりりりりりりり
組組組組組組組組組組組組組組
みみみみみみみみみみみみみみ
まままままままままままままま
せせせせせせせせせせせせせせ
んんんんんんんんんんんんんん
かかかかかかかかかかかかかか

減
量
化
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か

　

町
で
は
、
生
ご
み
の
減
量
化
及
び
資
源
化
を
推
進
す
る
た
め
、

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
等
の
購
入
に
補
助
金
制
度
を
設
け
て
お
り

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
方
法
等
詳
し
い
こ
と
は
、
町
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か

環
境
保
全
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

補助対象経費は処理機等本体の購入価格です。運搬費

や設置費等は補助対象外です。

①電気式生ごみ処理機器（例：乾燥式・バイオ式）

　購入価格の２分の１以内の額で、25,000円を限度。

　（補助数　11月17日現在残り５台）

②生ごみ処理容器（例：コンポスト・ＥＭ菌等使用容器）

　購入価格の２分の１以内の額で、3,000円を限度。

　（補助数　11月17日現在残り３台）

※補助金の交付は１世帯につき１回限りで、電気式生ごみ処理機器又は

　生ごみ処理容器のどちらか１台となります。

※先着順に受け付け、補助数に達し次第、締め切りとなります。

手続き方法などお問い合わせ先
上板町役場　環境保全課　TEL 694−6813

補助金額





　

第
三
十
四
回
上
板
町
親
睦
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
、
十
月
十
七
日︵
金
︶

わ
か
ば
パ
ー
ク
ド
ー
ム
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
町
内
五
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

成
績
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

︵
敬
称
略
︶

　

十
月
十
九
日︵
日
︶板
野

マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
参
加
者
の
成
績
は

次
の
と
お
り
で
す
。

︵
敬
称
略
︶

　

平
成
二
十
六
年
度
町
内
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
が
、
十
一
月
二
日︵
日
︶

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
約

五
〇
名
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

成
績
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

︵
敬
称
略
︶

平
成
二
十
六
年
度

町
内
ソ
フ
ト　
　

　
　

テ
ニ
ス
大
会

第
三
十
四
回
上
板
町
親
睦
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

板
野
マ
ラ
ソ
ン
大
会

優　

勝　

福
原　

信
幸

　
　
　
　

増
田　

君
代

　
　
　
　

平
野
ハ
ル
ヱ

　
　
　
　

柏
木
久
美
子

　
　
　
　

板
東　

民
枝

　
　
　
　
　
　
　

チ
ー
ム

準
優
勝　

切
原　

義
則

　
　
　
　

坂
東
須
美
子

　
　
　
　

新
見　
　

明

　
　
　
　

雲
財　

允
子

　
　
　
　
　
　
　

チ
ー
ム

第
三
位　

今
柴　
　

稔

　
　
　
　

上
菅　

茂
夫

　
　
　
　

切
原　

正
利

　
　
　
　

清
水　
　

稔

　
　
　
　
　
　
　

チ
ー
ム

平
成
二
十
六
年
度　
　
　
　
　
　
　

秋
季
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

■
小
学
生
男
子
の
部

　

第
三
位　

平
井　

完
弥

■
中
学
生
女
子
の
部

　

優　

勝　

稲
居　

優
希

■
一
般
男
子
の
部

　

優　

勝　

上
田　

康
至

　

第
三
位　

岩
浅　
　

宏

　

十
月
二
十
七
日
︵
月
︶
二
十
八

日
︵
火
︶の
二
日
間　

平
成
二
十

六
年
度
秋
季
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス

ポ
ー
ツ
公
園
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

決
勝
戦
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
際

と
タ
イ
ガ
ー
マ
ッ
ク
ス
の
対
戦

と
な
り
、
接
戦
の
末
、
レ
ス
ト

ラ
ン
際
が
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　

レ
ス
ト
ラ
ン
際

準
優
勝　

タ
イ
ガ
ー
マ
ッ
ク
ス

第
三
位　

弁
慶
ク
ラ
ブ

第
四
位　

Ｆ
Ｆ

■
一
般
の
部

　

優　

勝　

松
本　

賢
一

　
　
　
　
　

松
尾　

佑
哉　

ペ
ア

　

準
優
勝　

籠
谷　

幸
真　

　
　
　
　
　

眞
田　
　

進　

ペ
ア

　

第
三
位　

春
藤　

海
成

　
　
　
　
　

藤
本　

照
香　

ペ
ア

■
中
学
生　

男
子
の
部

　

優　

勝　

上
田　

大
地

　
　
　
　
　

船
田　

康
介　

ペ
ア

　

準
優
勝　

長
家　

仁
聖

　
　
　
　
　

吉
田　

拓
矢　

ペ
ア

　

第
三
位　

小
寺　

裕
太

　
　
　
　
　

西
岡　
　

玲　

ペ
ア

■
中
学
生　

女
子
の
部

　

優　

勝　

柏
木　

玲
菜

　
　
　
　
　

切
原　

文
梨　

ペ
ア

　

準
優
勝　

坂
東　

莉
乃

　
　
　
　
　

岸
本　

有
紗　

ペ
ア

　

第
三
位　

木
野　

沙
耶

　
　
　
　
　

山
本　

理
紗　

ペ
ア

▼

中
学
生
男
子　

▼

中
学
生
女
子　

▼

一
般
の
部　

優
勝　

▼

一
般
の
部　

第
三
位　

▼

一
般
の
部　

準
優
勝　



自 衛 官 （ 学 生 ） 受 付 案 内
そ　の　他試 験 日受付期間資　　格募集種目

１　試験会場：海上自衛隊徳島教育航空基地
２　試験種目：筆記試験、作文、口述試験、適性検査及び

身体検査
詳しい内容については、下記のお問合せ先までご連絡下さい。

受付時にお知らせします。
年間を通じて行っており
ます。

１８歳以上２７歳未満（男子）
自 衛 官
候 補 生

１　試験会場（１次試験）：海上自衛隊徳島教育航空基地
２　試験科目：（１次）筆記試験、作文
　　　　　　　（２次）口述試験（個別面接）、身体検査
詳しい内容については、下記のお問合せ先までご連絡下さい。

平成２７年１月２４日㈯
平成２６年１１月１日㈯〜

平成２７年１月９日㈮

１５歳以上１７歳未満（男子）
（２６年３月に中学校卒業又は中等教育
学校の前期課程修了見込含）

一 般
高等工科
学校生徒

１　試験会場：海上自衛隊徳島教育航空基地
２　試験科目：筆記試験、小論文、口述試験及び身体検査
詳しい内容については、下記のお問合せ先までご連絡下さい。

平成２７年１月３１日㈯
平成２６年１２月１日㈪〜

平成２７年１月９日㈮

大学の理学部、工学部の３・４年次又は
大学院（専門職大学院を除く）修士課程
在学（正規の修業年限を終わる年の４
月１日現在で２６歳未満（大学院修士課
程在学者は２８歳未満））

貸費学生（技術）

試験会場：海上自衛隊徳島教育航空基地
詳細については、下記のお問合せ先までご連絡下さい。

受付時にお知らせします。
平成２７年１月上旬〜

平成２７年４月上旬

１８歳以上３４歳未満一 般

予 備
自衛官補 試験会場：香川県善通寺市（善通寺駐屯地）

詳細については、下記のお問合せ先までご連絡下さい。

１８歳以上５３歳〜５５歳（技術区分によ
る）で国家免許資格等を有する者
衛生、語学、整備、情報処理、通信、電気、
建設、放射線管理、法務
国家免許資格等の詳細については、下
記のお問合せまでご連絡下さい。

技 能

　　　　　　　　　自衛隊　徳島地方協力本部　鳴門地域事務所（TEL ０８８−６８５−５３０６）　住所：鳴門市撫養町立岩字七枚５７
　　　　　　　　　自衛官募集ホームページ　http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/お問い合わせ先



募
集
要
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

︽
事
務
補
佐
員
・
外
務
員
・
衛
生
作
業
員
・
学
校
校
務
員
等
︾

　

資
格　

運
転
免
許
を
有
す
る
者

︽
嘱
託
保
育
士
・
幼
稚
園
助
教
諭
・
看
護
師
・
保
健
師
・
調
理
師
・

栄
養
士
・
管
理
栄
養
士
等
︾

　

資
格　

各
職
種
当
該
免
許
を
有
す
る
者

　

※
全
職
種
、
任
用
期
日
に
お
い
て
六
十
五
歳
未
満
の
者

◎
登
録
申
込
み

　

市
販
の
履
歴
書
を
役
場
総
務
課
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

　

※
嘱
託
保
育
士
・
助
教
諭
・
看
護
師
・
保
健
師
・
調
理
師
・
栄

養
士
・
管
理
栄
養
士
等
免
許
を
必
要
と
す
る
職
種
に
つ
い
て

は
、
資
格
証
等
の
写
し
を
添
付
の
こ
と
。

◎
申
込
期
間

　

十
二
月
一
日︵
月
︶〜
十
二
月
二
十
六
日︵
金
︶

◎
採
用
方
法

　

書
類
選
考
及
び
面
接

◎
お
問
い
合
わ
せ

　

上
板
町
役
場　

総
務
課
︵
℡
六
九
四−

六
八
〇
一
︶

★
平
成
二
十
六
年
度
中
に
臨
時
職
員
等
と
し
て
採
用
さ
れ
た

方
も
平
成
二
十
七
年
度
は
新
た
に
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
二
十
七
年
度

上
板
町
臨
時
・
嘱
託
職
員
の

登
録
者
を
募
集

平
成
二
十
七
年
度

上
板
町
臨
時
・
嘱
託
職
員
の

登
録
者
を
募
集

　

上
板
町
に
お
い
て
臨
時
・
嘱
託
職
員
が
必
要

な
場
合
に
、
登
録
者
の
中
か
ら
臨
時
的
に
採
用

し
ま
す
。

※常に水道メーターを見て、使用水量を把握してください。

　宅内漏水の早期発見になります。

※漏水が見つかったときは、個人負担でお近くの水道工事

　店等に依頼して修理してください。

宅内漏水にご注意ください。

※メーターボックスの上には物を置かないように
　してください。

転入・転出等で水道を休止・廃止・撤去する場合は、

申請手続きが必要です。

また、死亡等による名義変更をする場合にも

手続きが必要です。

●　お問い合わせ先　●　上板町役場　水道課　TEL 694−6817

次の手順で水漏れを確認できます。

1

2

3

まず、家中の蛇口を全て閉め
ましょう。

次にメーターボックスのフタ
を開けてメーター器を見ます。
銀色か赤色の星のような形の
もの（パイロット）を確認しま
しょう。

もしパイロットが回っていた
ら、宅内のどこかで漏水して
いる可能性があります。

宅内漏水の見つけ方

1 2 3

パイロット

遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠
隔隔隔隔隔隔隔隔隔隔隔隔隔隔隔隔隔隔隔隔隔隔隔隔隔隔隔隔隔隔
操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操
作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作
にににににににににににににににににににににににににににににに
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

ププププププププププププププププププププププププププププププ
ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ
ババババババババババババババババババババババババババババババ
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダ
変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変
更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更

勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧
誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘
にににににににににににににににににににににににににににににに
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

●　

大
手
電
話
会
社
名
を
か
た
る
な
ど
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接

続
す
る
た
め
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
契
約
変
更
を
持
ち
掛
け
、
遠
隔
操
作

で
設
定
変
更
を
す
る
勧
誘
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
　

契
約
内
容
を
理
解
で
き
な
い
ま
ま
、﹁
安
い
﹂
と
い
う
だ
け
で
業

者
の
言
う
ま
ま
に
遠
隔
操
作
さ
せ
、
契
約
し
な
い
よ
う
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
が
解
約
で
き
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
役
所
の
仕
事
に
対
す

る
苦
情
や
要
望
な
ど
の
相
談
を
受
け
、
必
要

に
応
じ
て
関
係
行
政
機
関
に
あ
っ
せ
ん
を
行

い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

開
設
予
定
日

一
日
行
政
相
談
所

１２月１７日（水）開 設 日

午後１時３０分〜
午後４時

開設時間

上板町老人福祉センタ−開設場所

上
板
町
消
費
生
活
相
談
窓
口　

℡　
六
九
四−
六
八
一
六

　

月
〜
金
曜
日　

九
時
〜
十
六
時
三
十
分
︵
休
所
日　

土
日
祝
︶

　

役
場
東
隣　

上
板
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
事
務
所
内

︻
事
例
︼

﹁
今
契
約
中
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
︵
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
業
者
︶
よ

り
安
く
な
る
か
ら
乗
り
換
え
な
い
か
﹂
と
電
話
勧
誘
さ
れ
承
諾
し

た
。
業
者
の
電
話
指
示
に
従
い
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
遠
隔
操
作
で

プ
ロ
バ
イ
ダ
変
更
が
行
わ
れ
た
が
、
変
更
後
の
ほ
う
が
高
額
に
な

る
こ
と
が
分
か
り
、
解
約
を
申
し
出
る
と
違
約
金
を
請
求
さ
れ
た
。





　　保育の必要性の認定制度 

　新制度では、幼稚園や保育所を利用する場合、教育・保育の必要性に応じた“３つの認定区分”の

支給認定を受ける必要があります。

利用施設対象児童認定区分

「幼稚園※」（町内公立幼稚園は４・５歳児のみ）
※幼稚園で預かり保育を利用する場合を含みます。
� ��������������������������������

「認定こども園※」※上板町にはありません。

満３歳以上で、幼稚園等

での教育を希望される場

合

１号認定

教育標準時間認定

「保育所」（町内公立保育所は、３歳児が対象）

「認定こども園」

満３歳以上で保育が必要

とされ、保育所等での保

育を希望される場合

２号認定

満３歳以上・保育認定

「保育所」（町内公立保育所は、６ヶ月以上３歳未満が対象）

「地域型保育※」
※家庭的、小規模保育などの事業ですが上板町では実施

していません。

「認定こども園」

満３歳未満で、保育が必

要とされ、保育所等での

保育を希望される場合

３号認定

満３歳未満・保育認定

　私立幼稚園を希望される場合、新制度に移行する園と現行制度のまま継続する園があります。

　支給認定が必要かどうかは各私立幼稚園または教育委員会までお問い合わせ下さい。

　　上板町内公立幼稚園、さくら保育所への入園・入所申込みについて 

　新制度において支給認定が必要になったことから各認定区分の認定証が交付されることとな

りますが、保育所・幼稚園を利用するための手続き方法や時期等はこれまでの申込みと大きく

変わるものではありません。

＊町内公立幼稚園への入園申請について＊
　１２月上旬に新年度より幼稚園の利用対象となる児童の保護者宛に入園申請及び支給認定申請に

係る書類を送付しますので、期日内に校区ごとの幼稚園又は教育委員会へ申請して下さい。

　申請後２月上旬までに１号認定の認定証を送付し、入園決定を行う予定です。

＊さくら保育所への入所申請について＊
　１２月１日からさくら保育所にて入所申込書及び支給認定に係る書類をお受け取り下さい。

入所を希望される方は１月９日までにさくら保育所で入所申請と支給認定申請を行って下さい。

　申請後２月上旬までに２号認定又は３号認定の認定証及び入所承諾書を送付する予定です。

内閣府　子ども・子育て支援新制度

「子ども・子育て支援新制度」について詳しく内容を知りたい方は

「内閣府　子ども子育て支援ホームページ」をご覧下さい。

検索

【お問い合わせ】

■幼稚園に関するお問い合わせ　　上板町教育委員会　　　　TEL 6 9 4 − 6 8 1 4

■保育所に関するお問い合わせ　　さくら保育所　　　　　　TEL 6 9 4 − 8 1 8 0

■子育てに関するお問い合わせ　　上板町役場　福祉保健課　TEL 6 9 4 − 6 8 1 0

　平成２４年８月、子ども子育てをめぐる様々な課題を解決するため、「子ども・子育て関連３法」が

成立し、これらの法律に基づき平成２７年４月から「子ども・子育て支援新制度」がスタートします。

新制度では幼児期の学校教育や保育、地域の子育て支援の量の拡充や質の向上を図ることを目的とし

ています。



板
野
郡
医
師
会
主
催
に
よ
る
平
成
二
十
六

年
度
在
宅
医
療
連
携
拠
点
事
業
〜
終
末
期

ケ
ア
講
演
会
〜
が
十
月
四
日︵
土
︶北
島
町

創
世
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

演
題
は
﹁
在
宅
で
看
取
る
と
い
う
こ
と
﹂

演
者
は
名
古
屋
大
学
医
学
部
付
属
病
院
老
年

科
医　

病
院
助
教
授　

平
川　

仁
尚
先
生
で

し
た
。

　

内
容
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。

　

人
口
の
高
齢
化
に
伴
い
多
死
社
会
を
迎
え

て
お
り
、
昔
は
当
た
り
前
で
あ
っ
た
在
宅
で

の
看
取
り
は
病
院
で
の
看
取
り
に
置
き
換

わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
理
由
と
し
て
多
く
の

国
民
に
と
っ
て
医
療
面
で
は
病
院
が
安
心
で

き
る
場
所
で
あ
る
こ
と
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
医
師
不
足
や
医
療
費
の
削
減
等
に

よ
り
長
期
の
入
院
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る

現
状
、
ま
た
老
老
介
護
、
独
居
の
問
題
な
ど

在
宅
に
お
け
る
介
護
環
境
に
も
問
題
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
先
行
き
が
見
え
な
い
看
取
り

の
現
状
に
お
い
て
自
分
ら
し
く
最
期
の
時
を

過
ご
す
た
め
に
は
、
ど
こ
で
最
期
を
迎
え
る

の
が
よ
い
か
、
日
頃
か
ら
こ
う
し
た
問
題
に

つ
い
て
話
し
合
っ
て
お
き
、
自
分
ら
し
い
最

期
の
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
た
ら
、
自
分
の
思
い

を
書
面
に
残
し
た
り
、
家
族
に
伝
え
て
お
く

と
よ
い
で
し
ょ
う
。
何
よ
り
、
元
気
な
う
ち

か
ら
最
期
の
時
に
備
え
て
準
備
を
し
て
お
く

こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

全
文
は
上
板
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
、

ま
た
福
祉
保
健
課
窓
口
に
て
お
渡
し
し
ま
す
。

お
声
か
け
下
さ
い
。



�担当時間�　平日１８：００〜２２：３０　　休日９：００〜２２：３０

※休日・夜間緊急病院は、変更している場合がありますので、必ず電話してから受診してください。
� ��������������������������������������������������������������������������������������

平成26年12月・平成27年1月分
〈12/1〜1/10まで〉

市外局番は（088）です。

１２・１月　保健行事予定表

Ⅰ．健康相談・健康教育

担　　当内　　容場　　所時　　間月／日

保健師・
理学療法士

個別健康相談・
健康教育

農村環境改
善センター

１０：００〜
１１：３０

12/5

保健師個別健康相談
農村環境改
善センター

１０：００〜
１１：３０

1/6

Ⅱ．乳幼児健康診査

該 当 者内　　容場　　所受付時間月／日

平成２６年
１月２月

平成２６年
７月８月生

問診、身体測定、
診察、育児相談、
栄養相談

農村環境改
善センター

１３：１０ 〜
１４：００

12/3

１．乳児健康診査

該 当 者内　　容場　　所受付時間月／日

平成２３年
５月１日　〜

平成２３年
７月３１日生

問診、内科・歯
科診察、身体測
定、尿検査、発
達・育児・歯科・
栄養相談

農村環境改
善センター

１３：００ 〜
１３：３０

12/10

２．３歳児健康診査

Ⅲ．がん検診（４０歳以上の方）

料　　金内　　容場　　所受付時間月／日

胃がん １,０００円
肺がん ０円
喀痰検査 ５００円
大腸がん ５００円
特定健康診査

１,０００円

胃がん検診、
肺がん検診、
喀痰検査、
大腸がん検診、
特定健康診査

農村環境改
善センター

８：３０〜
１０：００

12/4

１,５００円
乳がん検診
（４０歳以上）農村環境改

善センター
１３：００〜

１６：００
３,２４０円

頸部超音波検査
（２０歳以上）

○お問い合わせ先

　上板町役場　福祉保健課

　TEL ６９４−６８１０

６９７−２２２１北島こどもクリニック１㈪１２
月 ６９７−２３２３つ か さ ク リ ニ ッ ク２㈫

６９７−３２１３中村耳鼻咽喉科クリニック３㈬

６９２−２３１７浜 病 院４㈭

６９８−５１０８こ ま つ ば ら 整 形 外 科５㈮

６７２−１１８５井 上 病 院６㈯

６９８−５１５７三 木 ク リ ニ ッ ク７㈰

６９７−２３２２ルナウイメンズクリニック８㈪

６７８−７１４１くぼ小児科クリニック９㈫

６９２−９７７０香 川 内 科１０㈬

６４１−４１４１森 本 医 院１１㈭

６４１−２２８８中 川 整 形 外 科１２㈮

６７２−０１７６三 愛 内 科１３㈯

６９８−８６５５有 住 内 科 ク リ ニ ッ ク１４㈰

６９２−５７５７稲 次 整 形 外 科 病 院１５㈪

６９８−９６２９健生きたじまクリニック１６㈫

６９２−６１１１安 芸 内 科１７㈬

６９２−８９００清 水 内 科１８㈭

６９２−９２１１あ い ず み 皮 ふ 科１９㈮

６７２−４９７０福 島 内 科２０㈯

６９９−８０７０井 上 医 院２１㈰

６７２−０５７１新 野 医 院２２㈪１２
月 ６９４−２００９野 田 （ 泰 ） 医 院２３㈫

６９２−２４０３奥 村 医 院２４㈬

６９２−８１１８山 田 眼 科 藍 住２５㈭

６９２−４４１１矢 野 医 院２６㈮

６７２−５６３０近 藤 内 科 医 院２７㈯

６９８−３１１１越 智 外 科 胃 腸 科２８㈰

６９８−１２３４き た じ ま 田 岡 病 院２９㈪

６９８−１２３４き た じ ま 田 岡 病 院３０㈫

６９８−１２３４き た じ ま 田 岡 病 院３１㈬

６９８−１２３４き た じ ま 田 岡 病 院１㈭１
月 ６９８−１２３４き た じ ま 田 岡 病 院２㈮

６９８−１２３４き た じ ま 田 岡 病 院３㈯

６９８−８０６０平 野 内 科４㈰

６９２−８１７１山 根 眼 科５㈪

６９２−５１５１板 東 整 形 外 科６㈫

６９２−８７１１西 條 耳 鼻 咽 喉 科７㈬

６９２−７２２８富 本 小 児 科 内 科８㈭

６９２−０３３３中 山 産 婦 人 科９㈮

６７２−５１４８ファミリークリニックしんの１０㈯

担当時間以外

の深夜の救急

きたじま田岡病院　　６９８−１２３４　　全日対応ですが、要確認

稲次整形外科病院　　６９２−５７５７　　水曜日、土曜日は受診前に要確認

東徳島医療センター　　６７２−１１７１　　対応日は確認して下さい



10月
平成26年

お
誕
生

お
め
で
と
う

影
山
　
広
明
・
あ
す
か

女
の
子
　
愛
桜
︵
ま
お
︶

西
　
分

小
西
　
貴
士
・
佑
美

男
の
子
　
悠
月
︵
ゆ
づ
き
︶

七
　
條

大
西
　
正
訓
・
佳
代

女
の
子
　
郁
穂
︵
か
ほ
︶

引
　
野

中
村
　
　
剛
・
有
希

男
の
子
　
健
大
︵
け
ん
と
︶

椎
　
本

森
本
　
広
宣
・
か
お
り

男
の
子
　
斗
馬
︵
と
う
ま
︶

神
　
宅

野
■
　
一
成
・
美
佳

男
の
子
　
啓
太
︵
け
い
た
︶

高
　
瀬

　

十
月
二
十
六
日
に
町
民
の
皆
さ

ま
の
健
康
増
進
と
国
民
健
康
保
険

事
業
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、

第
二
十
二
回
歩
け
歩
け
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
九
時
三
十
分
に
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
を
出
発
、
七
条
城

跡
、
宮
川
内
谷
川
沿
い
経
て
約
八

㎞
の
コ
ー
ス
を
参
加
者
約
四
〇
名

が
生
き
生
き
と
歩
き
、
歴
史
と
自

然
を
楽
し
み
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
六
年
十
月
十
八
日

︵
土
︶
に
上
板
町
中
央
公
民
館
に
て

﹁
お
や
こ
の
食
育
教
室
﹂
を
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は
幼
稚
園
年
長

組
と
保
護
者
が
上
板
町
ヘ
ル
ス
メ

イ
ト
と
楽
し
く
調
理
に
挑
戦
し
ま

し
た
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は

に
ん
じ
ん
お
に

ぎ
り
、
か
ん
た

ん
ハ
ン
バ
ー
グ
、

ご
ろ
ご
ろ
サ
ラ

ダ
、
ミ
ル
ク
か

ん
で
し
た
。

　

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
行
事
の

一
環
と
し
て
、
去
る
十
一
月
九
日
、

上
板
町
消
防
団
︵
中
川　

直
団
長
︶

に
よ
る
町
内
一
円
で
の
火
災
予
防
パ

レ
ー
ド
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
六
分
団
よ
り
団
員
二
十
五
名

と
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
六
台
・
救
助

資
機
材
搭
載
型
車
両
一
台
が
参
加
し
、

午
後
六
時
三
十
分
、
役
場
前
で
出
発

式
を
行
っ
た
あ
と
、
約
二
時
間
を
か

け
て
町
内
を
巡
回
し
、﹁
火
災
予
防
﹂

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

去
る
十
一
月
七
日
﹁
み
ん
な

で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街
﹂
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
全
国
地
域
安
全

運
動
の
一
環
と
し
て
、
上
板
町

防
犯
推
進
委
員
協
議
会
︵
新
見

正
之
会
長
︶
に
よ
る
防
犯
パ

レ
ー
ド
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、東
光
小
学
校
の
四
・

五
・
六
年
生
︵
六
十
二
名
︶
の

参
加
に
よ
り
東
光
小
学
校
を
出

発
し
、
校
区
内
約
一
･
三
キ
ロ

を
行
進
し
、
地
域
の
安
全
と
防

犯
意
識
の
向
上
を
P
R
し
ま
し

た
。

　

上
板
中
学
校
柔
道
部
、三
好
大
成
君︵
三

年
生
︶
が
、
二
〇
一
四
年
度
徳
島
県
柔
道

連
盟
・
中
学
校
男
子
・
最
優
秀
選
手
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

　

八
月
に
開
催
さ
れ
た
、
四
国
中
学
校
総

合
体
育
大
会
・
男
子
個
人
戦
︻
九
〇
㎏
超

級
︼
で
優
勝
し
た
の
ち
、
全
国
中
学
校
柔

道
大
会
に
徳
島
県
代
表
と
し
て
出
場
し
、

五
位
入
賞
を
果
た
す
活
躍
を
見
せ
ま
し
た
。

　

三
好
君
は
、
恵
ま
れ
た
体
格
を
生
か
し

た
豪
快
な
技
が
持
ち
味
で
、
高
校
進
学
後

も
柔
道
を
続
け
る
そ
う
で
す
。

　

三
好
大
成
君
の
今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。




